
9． 工業用地・用水(従業者 30人以上の事業所) 

 

(1)工業用地 
 

 工業用地は 23.48ｋ㎡で、市全面積 484.18ｋ㎡(平成 11年 10月 1日現在)の 4.8%を占めている。 

 行政区別にみると、特に目立つのは戸畑区で市内工業用地の 4 割を占めている。これは、同区の全

面積の 56.5％である。 

1事業所あたりの工業用地は、全市平均で 68,641㎡で、行政区別では八幡東区の 313,096㎡、戸畑区

294,067㎡、が他の 5区に比べて大きい。(表－11) 

    

表－11 行政区別工業用地(従業者 30人以上の事業所) 

   

    

(2)工業用水 
 

 工業用水の 1日当たりの使用料は、淡水が 358万、海水が 148万である。 

行政区別にみると、淡水は戸畑区が 152万(構成比 42.6%)、八幡西区が 116万(同 32.4%)と他の 5

区を大きく上回り、この 2区で市全体の 7割以上を占めている。 

 海水は、戸畑区が 73万(同 49.1%)、小倉北区が 45万(同 30.4%)と多い。 

 1事業所当たりの 1日の使用料をみると、淡水は戸畑区が 47,574.0 と最も多く、次に八幡東区が

29,008.3 となっている。海水は戸畑区が 22,738.2 と他区に比べて多くなっている。(表－12) 

   

表－12 行政区別工業用水(従業者 30人以上の事業所) 

   


